
令和７年度技術士第二次試験問題 [建設部門] 

 

９ 建設部門【必須科目Ⅰ】 

 

Ⅰ 次の２問題（Ⅰ－１,Ⅰ－２）のうち１問題を選び回答せよ。（解答問題番号を明記し、

答案用紙３枚を用いてまとめよ。） 

 

 Ⅰ－１ 建設業においては、働き方改革関連法のひとつ時間外労働の上限規制の猶予期間

が終了し 2024 年 4月から規制が適用された。この規制により、常態化した長時間労働の

是正は進むものの、少子高齢化と相まって労働力不足に拍車がかかり、適切な都市基盤

の維持が難しくなっている。 

他方、インフラ施設の耐用年数は一般的に約 50年といわれており、老朽化が原因と考

えられる事故が増加している。今後も社会資本の老朽化が進行していく中で、国民の安

心・安全を確保するためには、少ない労働力で適切にインフラ施設を維持管理しなけれ

ばならない。 

こうした状況下で、労働力の確保と効率的なインフラ施設の維持管理を実現し、持続

可能な社会を構築するための方策について、以下の問いに答えよ。 

 （１）インフラ施設を適切に維持管理するに当たり、技術者としての立場で多面的な観点

から３つの課題を抽出し、それぞれの観点を明記したうえで、課題の内容を示せ。（※） 

 （※）解答の際には必ず観点を述べてから課題を示せ。 

 （２）前問（１）で抽出した課題のうち、最も重要と考える課題を１つ挙げ、その課題に

対する複数の解決策を示せ。 

 （３）前問（２）で示したすべての解決策を実行しても新たに生じうるリスクとそれへの

対策について、専門技術を踏まえた考えを示せ。 

 （４）前問（１）～（３）を業務として遂行するに当たり、技術者としての倫理、社会の

持続性の観点から必要となる要件・留意点を述べよ。 


